第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年1月22日(火)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１.主題名: 真の国際貢献(4－(10))　
２．ねらい：真の国際貢献について理解を深め、国際的な視野に立って人類の幸福に貢献しようとする態度を育成する。
３．資料名：リヤカーは海を越えて（自分を見つめる(あかつき)）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	タンザニアとリヤカーについて聞く。
	①リヤカーって知っていますか。

　・知らない　・荷物を運ぶもの　

・自転車などで引っ張る
②タンザニアってどんなところですか。

　・知らない　・アフリカにある　

	【一斉・発表】
・確認程度
・時間をかけない

・写真などでイメージをふくらます。

・タンザニアでは水汲みは子どもの仕事。1日に数キロ離れた水たまりに何十回も水を汲みに行かなくてはならないこともあり、学校にいけない子どももいることを押さえておく。

	展開
	資料を読み、考える。
	③アベベさんはどんな思いで頑張ったのでしょう。
　・タンザニアの人のために
　・1日でも早く技術を身に付けたい。

　・リヤカーがあれば、水や作物だけでなく、けが人を運ぶこともできる。
	【一斉・発表】

・確認程度。

・アベベさんの祖国に対する思いと使命感に共感させる。

	
	
	④松村さんの「実りある援助」とはどのような援助だろう。(中心発問)

・ただ物を送るだけではない。

・実際に行って、教える。

・次に生かせる技術を教える。

・今後、自分たちで作れるようにする。

・本当に必要なものを考えて援助する。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・必要に応じてグループにする。

・「真の援助」とは、ただ必要なものを送るだけでなく、その国に根付き、国家の自立、発展を支えるものであることを気づかせたい。

	終末
	心のノートを読み、今日の授業を振り返る
	⑤心のノート(p.138)の緒方貞子さんの文を読む。

⑥今日の授業を通して、感じたことや考えたことを書く。
	【一斉】

→【個人・ワークシート】

・時間があれば、発表させる。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物、心のノート

６．板書計画
	リヤカーは海を越えて

　　　
アベベさん

どんな思いで頑張った
　　　　・タンザニアの人のために役に立ちたい。
　　　　　・１日でも早く技術を身に付けたい。

　　　　　・リヤカーがあれば、水や作物だけでなく、　　けが人を運ぶこともできる。
　　　

松村さん
「実りある援助」とは？
　　　　　・ただ物を送るだけではない。

・実際に行って、教える。

・次に生かせる技術を教える。

・今後、自分たちで作れるようにする。

・本当に必要なものを考えて援助する。。




７．今後の改善点

　◎　身近ではない分、身近にある国際援助に関する話やワクチンに対する募金 (テレビでのACのCM) などの話をしてふくらませてから、題材に入る。
　◎　タンザニア以外の国への援助の例を出す。

　◎　村松さんの思いを受けて、もう1つ発問を用意し、ねらいにせまるようにする。















タンザニアの水汲みの様子





タンザニアの水汲みの様子























タンザニアの地図





リヤカーの


写真








